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旧七山村
過疎化が進む典型的な中山間地

•人口；1,756人（R6.4月）

•産業；農業，林業

•面積；62.89㎢

•高齢化率；46.6％

•生産年齢人口率；42.7％



過疎化
さまざまな負の側面

•高齢独居世帯の増加

•老老介護の常態化

•認知症患者の増加

•世帯収入の減少

•生活難民の増加

•若い世代の流出

•医療や介護の継続難



その人を知ることの大切さ
生活背景と地域を知る



医療は生活の一部でありすべてではない
生活を支えてこその医療



過疎地で生きるための
三つの自立

• 身体的自立

健診受診率向上、予防教育、健康寿命の延伸

• 経済的自立

医療費用や介護費用の抑制、労働期間の延長

収入の確保

• 精神的自立

自己の尊厳、レジリエンスの強化



東奔西走
• 巡回診療は行政と協議の上で行っている医療体制

• そこに医療が必要なのであれば応える

• 七山の池原地区と肥前町の納所地区で実施

• 極力、在宅医療に移行せずに負担軽減

七山池原地区

肥前町納所地区



気になるなら動く

•地域に一つしかない診療所の役割

•足のない高齢者に対しては自分が
動くだけのこと

•生活環境を知っているからこそ、
気になるなら動く

•やらないで後悔するより、やって
後悔するほうがいい



知らなきゃ
何も始まらない

•過疎が進む中で重要なのは可能な限りの自立

•予防は知ることから始まる

•知る機会としての巡回寺子屋



インフラ集約による拠点へ
• 医科、歯科、薬科と行政機能を統合

• インフラ集約することで災害時の拠点にもなる

• 長期ビジョンを示して行政に関わり続ける



最期まで先生に
診てもらいたかぁ

• 慣れ親しんだ在宅医療の環境

• 在宅医療は地域医療の一つ

• 在宅医療は自分らしく最期まで生きき
るためには必然のことであり特別なこ
とではない

• 無いなら無いなりにできることはある

• 患者や家族の強い思いと覚悟があれば
やれないことはない

• その覚悟を己の覚悟として向き合う



いのちの物語を共につづる
唯一無二の人生に関わる意味



多職種連携に上下はない
お互いに専門職として尊重し補完し支え合うもの



家に帰ろう
仲間と共に



在宅医療・介護連携

• 地域包括ケアシステム構築
のカギを握る在宅医療・介
護連携推進事業

• 医師会担当理事として多職
種及び行政の仲間とチーム
として事業展開

• 多職種連携から同職種連携
への深化

• 急性期から回復期そして在
宅への連携強化

• 住民が最期まで自分らしく
生ききることができる地域
づくり

住民が安心して暮らせる地域へ



生きかた・活きかた・逝きかた
それぞれの生きかたがあり社会の中での活きかたがありそれが最期の逝きかたへとつながる



やぶ医者となる



持続可能な
過疎地医療を



人生の伴走者であり伴奏者であれ

最期まで自分らしく生ききることができる地域であるために
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